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学位論文審査結果報告書 

平成 30 年 12 月 26 日 

大学院医学研究科長 様

下記の通り学位論文の審査を終了したので報告いたします。 

【審査結果要旨】 

氏名：松本 善幸 

学位論文題名：Predicting Factors of Transmural Thermal Injury after Cryoballoon 

Pulmonary Vein Isolation (クライオバルーンによる肺静脈隔離術後貫壁性熱障害

の予測因子についての検討) 

近年、発作性心房細動の治療としてカテーテルによる肺静脈隔離術が

普及している。しかし、近接臓器である食道にも熱障害が及ぶことがあり、左

房食道瘻は稀であるが重篤な合併症である。

申請者は、クライオバルーンによる肺静脈隔離術後貫壁性熱障害の予

測因子を明らかにするために、クライオアブレーションを施行した連続 110 例

の患者について前向き観察研究を行なった。貫壁性熱障害は 19 例（食道びらん

2 例、胃蠕動運動低下 17 例）に発生した。多変量解析の結果から、年齢と左房

―大動脈間距離が貫壁性熱障害の危険因子であることを見出した。 

本論文は研究方法、結果、考察および結論のいずれもが妥当であり、



クライオアブレーションによる食道障害の危険因子を示した新規性を有し、臨

床的意義も高く今後の研究の発展も期待できる。また、審査会での質疑応答に

おいて申請者は本研究の意義を理解し説明できることを確認した。 

以上より、本論文は学位論文として適当であると判断した。 

論文審査委員  主査 横山 斉 

副査 陶山 和秀 

副査 高橋 敦史 
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